
午
前
十
時
に
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
つ
ど
え
ー
る
）
を
二
台

の
バ
ス
で
出
発
し
た
一
行
は
、

興
譲
館
高
校
初
代
館
長
・
阪
谷

朗
廬
が
開
い
た
芳
井
町
簗
瀬
の

桜
渓
塾
を
経
由
し
て
、
同
町
吉

井
の
重
玄
寺
へ
到
着
。
早
速
、

藤
井
宗
俊
住
職
夫
妻
の
案
内
で

本
堂
へ
入
り
、
重
玄
寺
の
歴
史

や
雪
舟
に
関
す
る
法
話
に
耳
を

傾
け
た
。

同
住
職
は
「
禅
宗
で
特
に
大

切
な
こ
と
は
座
禅
・
経
（
勉

強
）
・
作
務
（
仕
事
や
掃
除
）

の
三
つ
で
す
」
と
説
き
、
重
玄

寺
が
雪
舟
の
終
焉
地
と
伝
わ
っ

て
い
る
経
緯
な
ど
を
紹
介
し

た
。
続
い
て
紙
芝
居
の

雪

舟
も
の
が
た
り

が
披
露
さ
れ

る
と
参
加
者
ら
は
「
分
か
り
や

す
く
て
面
白
か
っ
た
」
と
、
笑

顔
で
拍
手
を
送
っ
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
川
上
町
の

弥
高
山
公
園
で
昼
食
会
を
開
き

親
睦
を
深
め
た
。

井
原
地
区
市
政
懇
談
会
が

六
月
十
日
、
井
原
公
民
館
で

開
か
れ
、
住
民
ら
約
百
人
が

出
席
し
た
。

冒
頭
、
井
原
市
議
会
の
藤

原
清
和
議
長
が
「
井
原
市
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。
今
夜
は
地
域
問

題
を
遠
慮
無
く
話
し
合
い
解

決
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
」
と

挨
拶
。

市
政
の
概
要
説
明
を
兼
ね
て

挨
拶
に
立
っ
た
谷
本
巌
市
長
は

「
一
市
二
町
は
効
率
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
合
併
し

た
が
、
本
当
の
ス
タ
ー
ト
は
こ

れ
か
ら
」
と
前
置
き
し
た
上
で

「
芳
井
、
美
星
両
地
区
民
の
七

割
が
望
む
井
原
放
送
の
情
報
網

も
広
め
た
い
。
少
子
化
問
題
や

高
齢
者
負
担
は
膨
ら
む
傾
向
だ

が
、
健
全
な
財
政
運
営
を
堅
持

し
つ
つ
重
要
課
題
に
勇
気
と
情

熱
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
」

と
述
べ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

市
政
の
舵
取
り
に
意
欲
を
示
し

た
。井

原
地
区
の
各
自
治
連
合
会

が
ま
と
め
た
質
問
は
、
小
田
川

の
美
化
や
生
活
安
全
問
題
な
ど

多
岐
に
及
ん
だ
。

下
町
自
治
連
合
会
の
河
原
章

二
会
長
は
「
西
部
い
こ
い
の
里

の
よ
う
な
施
設
を
井
原
町
に
も

建
設
し
て
頂
き
た
い
」
と
要

望
。
こ
れ
に
対
し
市
側
は
「
高

齢
者
福
祉
施
設
は
今
後
検
討
し

た
い
」
と
回
答
し
た
。

井
原
町
鬼
ま
つ
り
活
性
化
支

援
に
つ
い
て
は
「
市
か
ら
の
助

成
は
困
難
。
地
域
の
方
々
で
知

恵
を
出
し
て
貰
い
た
い
」
と
し

た
。

倉
掛
少
年
団
の
春
季
廃
品
回

収
が
六
月
十
一
日
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
十
人
の
応
援
を
得
て
行
わ

れ
、
約
三
時
間
で
紙
類
な
ど
計

二
〇
ト
ン
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
日
は
田
原
博
己
君
ら
四

年
生
の
新
入
団
員
（
九
人
）
に

と
っ
て
初
め
て
の
回
収
作
業
だ

っ
た
が
「
た
く
さ
ん
の
新
聞
紙

や
雑
誌
を
集
め
る
の
は
楽
し
か

っ
た
。
倉
掛
の
中
が
す
っ
き
り

し
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
、

元
気
良
く
話
し
て
い
た
。

井
原
駅
前
通
り
に
面
し
た
ブ

テ
ィ
ッ
ク
ノ
ン
の
約
一
〇
〇
㍍

東
に
あ
る
用
水
路
に
雑
草
が
生

え
、
付
近
の
住
民
よ
り
苦
情
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
自
治
連
合

会
は
本
年
度
も
市
へ
水
路
の
改

修
を
要
請
し
た
。

問
題
の
水
路
は
幅
一
五
〇
㌢

深
さ
七
〇
㌢
と
大
き
い
が
、
公

共
下
水
道
整
備
以
後
、
普
段
は

雨
水
が
流
れ
込
む
だ
け
。

し
か
し
、
水
路
底
面
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
劣
化
で
剥
離
部
分
が

年
々
広
が
り
、
そ
こ
へ
草
が
根

を
下
ろ
し
掃
除
に
手
を
焼
い
て

い
る
の
が
現
状
。

一
昨
年
、
自
治
連
合
会
役
員

が
総
出
で
草
取
り
を
し
た
も
の

の
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

井
原
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好

会
リ
ー
グ
戦
が
五
月
十
四
日
に

開
幕
し
た
。

倉
掛
は
初
戦
、
強
豪
の
岩
野

に
７－

５
で
勝
利
。
続
く
下
町

戦
は
最
終
回
裏
に
２
点
を
返
し

て
追
い
つ
き
、
二
死
の
勝
負
所

で
12－

２
組
西
村
敏
明
選
手
が

レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
サ
ヨ
ナ
ラ

本
塁
打
を
放
っ
て
７－

６
の
逆

転
勝
ち
。
二
戦
二
勝
と
好
調
な

滑
り
出
し
を
見
せ
た
。
六
月
二

十
五
日
に
は
猪
清
戦
、
夏
目
戦

の
二
試
合
が
行
わ
れ
る
。

六
月
は
ホ
タ
ル
の
シ
ー
ズ

ン
。
小
田
川
の
桜
橋
か
ら
大
正

橋
の
下
手
約
八
〇
〇
㍍
間
で

も
、
中
旬
頃
ま
で
無
数
の
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
っ
た
。

土
手
を
散
歩
す
る
人
達
は
、

「
今
年
は
特
に
た
く
さ
ん
い
て

綺
麗
で
す
ね
」
と
、
幻
想
的
な

光
に
足
を
止
め
、
梅
雨
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
。
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消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

サロンあすは

いきいき・ふれあいサロンあすは（川相肇代表）が５

月２３日、芳井町など近郷の歴史を学ぼうと春の研修旅

行を行い会員４０人が参加した。

紙 類 は 計 ２ ０ ト ン

藤井住職の法話を聴くサロンあすはの会員＝芳井町・重玄寺本堂

谷本市長

小

田

川

で

ホ
タ
ル
飛
び
交
う

桜
橋
～
井
原
大
橋
間

自

治

連
合
会



前
夜
の
雨
も
あ
が
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

徐
々
に
回
復
す
る
中
で
始
ま
っ

た
今
年
の
大
運
動
会
。
午
前
中

は
主
に
幼
稚
園
児
や
小
学
生
の

演
技
が
行
わ
れ
、
各
テ
ン
ト
に

は
子
供
や
孫
の
姿
を
見
よ
う
と

家
族
ら
が
詰
め
か
け
声
援
を
送

っ
た
。

入
学
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
一

年
生
は
元
気
一
杯
。
逆
に
親
の

方
が
、
上
級
生
ら
と
一
緒
に
行

う
「
井
原
小
ボ
ー
ル
運
動
」
な

ど
を
や
や
心
配
そ
う
に
見
守
っ

て
い
た
。

「
運
動
会
は
気
軽
に
楽
し
む

の
が
一
番
」
と
す
る
も
得
点
種

目
は
白
熱
し
が
ち
。

昨
年
、
総
合
六
位
だ
っ
た
倉

掛
は
綱
引
き
に

男
性
重
量
級
を

含
む
力
自
慢
を

送
り
込
み
、
一

回
戦
の
本
町
、

二
回
戦
の
猪
清

に
圧
勝
。
続
く

ボ
ー
ル
け
り
リ

レ
ー
も
ス
ピ
ー

ド
を
生
か
し
て

第
一
回
大
会
以

来
の
一
着
ゴ
ー

ル
。
共
に
８
点

を
獲
得
し
総
合
二
位
タ
イ
へ
浮

上
す
る
と
、
低
迷
の
続
い
て
い

た
玉
入
れ
で
も
６
点
を
加
え
倉

掛
の
テ
ン
ト
は
色
め
き
立
っ

た
。

小
学
生
及
び
一
般
の
地
区
対

抗
リ
レ
ー
こ
そ
選
手
の
接
触
で

バ
ト
ン
を
落
と
す
な
ど
の
不
運

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
総
合
得
点

で
堂
々
三
位
に
食
い
込
む
久
々

の
快
進
撃
に
倉
掛
の
テ
ン
ト
は

喜
び
で
沸
き
返
っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
細
羽
正

敏
福
祉
体
育
部
長
は
「
地
域
の

皆
様
方
が
心
を
一
つ
に
し
て
頑

張
っ
て
頂
い
た
結
果
。
有
り
難

い
こ
と
で
す
。
来
年
も
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
」
と
目

を
細
め
て
い
た
。
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7/ 2  井原市防災訓練
7/ 2  消防団第３部試運転日
7/ 8  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
7/15  自治連合会防犯パトロール
7/20  ラジオ体操

午前６時30分～
郷社境内 8/2迄

7/22～23 倉掛少年団キャンプ
弥高山公園

7/30  倉掛少年団・倉掛公園清掃
8/ 5  井原市夏まつり
8/ 6  井原市納涼花火大会
8/ 6  消防団第３部試運転日
8/ 6  倉掛山岳同好会・剣山登山

剣山～祖谷
8/12  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
8/14  井原町盆踊り大会
8/19  自治連合会防犯パトロール

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■第１０回井原ナイター野球大会が６月３
日に開幕。アトラクションとして行われた
「遠投大会」で倉掛８組の川相益一選手
（井原スーパーシニア）が５０．７ｍを投
げ、シニアの部で２位に入った。
■倉掛山岳同好会が８月６日に計画してい
る徳島県剣山（1955ｍ）の日帰り登山ツア
ー申込者は６月15日現在で20人。人員に若
干余裕があることから希望者を募集中。
参加費は大人7000円、小学生以下6000円。
（問い合せ先＝℡62-5627・森 吉生）
■様々な災害を想定した井原市防災訓練が
７月２日午前９時から木之子町の小田川右
岸公園で開催される。バケツリレー、避難
訓練、救急法訓練をグループごとに行う。
倉掛地区からは自治連合会、婦人会、育成
会の各役員が参加予定。市では多くの方々
に見学して欲しいと話している。

猪
清

向
町

新
町

本
町

中
町

下
町

倉
掛

夏
目

あなたと二人で １ ３６４５８２７

消防団リレー ２ ２８８４４６６

リームリレー ４ ８８６６４２２

綱 引 き ６ ４８２６２８４

ボールけり競争 ６ ２８６４４８２

玉入れ競争 １ ２８３７５６４

小学生地区対抗リレー ６ ６８８２２４４

年代別地区対抗リレー ３ ８５６４１２７

得 点 合 計 29 35 59 43 38 30 38 36

順 位 ８ ６１２４７３５

井原町大運動会成績表

八
地
区
対
抗
の
第
七
回
井
原
町
大
運
動
会
が
五
月
二
十
八

日
、
井
原
小
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
、
倉
掛
は
平
成
十
二
年

の
大
会
名
変
更
後
、
初
の
三
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

井原町大運動会

男女計３０人の精鋭を揃えた倉掛は昨年に続いて２戦２勝し最高８点を獲得＝綱引き

綱引き連破

倉
掛
と
夏
目
の
二
地
区
合
同
チ
ー
ム
で
力
走
す
る

三
年
山
岡
友
紀
君
（
倉
掛
15

－

１
組
）
＝
小
学
生

地
区
対
抗
リ
レ
ー

▲


